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アビリティガーデン遠隔通信事業課の鯵坂純朗と
申します。雇用促進事業団が提供しているホワイト
カラー向けの衛星通信番組（愛称アビリティガーデ
ンネット）で，番組制作に携わっています。よろし
くお願いいたします。
前回の米山毅さんとは，ポリテクセンター石川で
ご一緒させていただきました。訓大（現能開大）溶
接科の大先輩で，私が石川に赴任したときには，す
でに溶接のベテラン指導員として活躍されていまし
た。ところが，私は能開セミナー受付係と情報管理
科の兼務ということで，ほとんど溶接の担当をする
ことはありませんでした。ですから，溶接について
米山さんからご指導いただいた記憶はほとんどない

のですが，指導員としてのあり方や仕事への取り組
み姿勢，人との付き合い方などをその後ろ姿から学
んだように思います。石川には７年半いましたが，
年数を経るに従い，団体や企業関係の仕事で米山さ
んと一緒に仕事をすることが多くなってきました。
ある団体向けの職業能力開発体系図を米山さん含め
みんなで夜遅くまでかかって作ったことも，石川で
の忘れられない思い出です。この４月から事業団本
部に異動され，職場同士が近くなりましたので心強
く思っています。

◇
話は変わりますが，今年の１月に双子（２卵性）

の女の子が誕生しました。当初から多胎児とわかっ
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ていたのですが，１人目の長男（３歳）のときとは
違い，いろいろな制約を受け，また，母体への負担
も大きくて随分と心配しました。結局は，思いのほ
か安産で産まれ一安心。しかし，そこからが大変。
産まれて１ヵ月もたたずに長女が無呼吸発作で３週
間近く入院するは，２ヵ月半目には長女，次女とも
に風邪をこじらせて入院するはと，小さく産まれた
ために健康状態が安定しませんでした。手のかかる
上の子を抱えての双子の育児は，想像以上に大変で
す。今回感じたのは，こうした多胎児を抱えた家族
に対する行政政策の遅れです。私が住んでいる市の
保育園に，長男を預かってもらえないかを市役所に
うかがいましたが，両親が働いている人のための保
育園だから，育児のために入園させることはできな
いとのこと。周りに身よりのない私たちにとっては
ショックな回答でした。結局は保育園に直接かけ合
い，そのご厚意で入園できることになったのですが，
もう少し行政側が多胎児家族の現状に目を向けてく
れればいいなぁと感じた次第です。

◇
さて，私が次に紹介する方は，熊本県立技術短期

大学校生産技術科講師の中野貴之さんです。中野さ

んと私は不思議といろいろな縁があり，公私にわた
ってお付き合いさせていただいています。まとめる
と，ざっと以下のような感じです。
その１　出身校の訓大（能開大）では機械科（中

野さん）と溶接科（私）という関係ながら，よく同
じ授業を受けていた。
その２　彼のご両親の出身が私の実家のある町

（鹿児島県鶴田町）と一緒だった（彼が鹿児島の親戚
のところに来たときに，何回か会ったこともある）。
その３　お互いの最初の赴任地が富山（中野さん）

と石川（私）で，車で１時間ほどの距離だったので
よく行き来して遊んだ。

◇
中野さんは，熱血漢で真面目で仕事熱心な人です。

今の職場では，準備室の頃から機器やカリキュラム
の整備などでその手腕を発揮され，今は講師として
忙しい毎日を送っていらっしゃいます。彼が事業団
を離れて，生まれ故郷の熊本県の職員になったとき
には驚きましたが，現在の頑張っている様子をうか
がうと私も啓発されます。それでは中野さん，熊本
からよろしくお願いします。

全国のリレートーク愛読者の皆様におかれまして
は，いかがお過ごしでしょうか。私，長野雇用促進
センターの山田裕介と申します。前走者の村松一貴
さんは，この４月に長野雇用促進センターからアビ
リティガーデンへ異動されましたが，長野では村松
さんに公私とも非常にお世話になり，また，転勤の
置き土産にこのリレートークの原稿執筆までいただ
きまして，たいへん光栄に思っております。
このような重大な任務を，私ごときが全うできる

か自信はありませんが，村松さんの顔に泥を塗らな
いために，頑張ってみたいと思います。

◇

長野雇用促進センター 山田　裕介

闘魂のメッセージ

リレートーク【2】

さて，本題に入るわけですが，今回は少々カル
トなプロレスネタについて書いてみます。
1998年４月４日，偉大なレスラーがプロレスの

マットから，引退しました。彼の名は，アントニ
オ猪木。猪木に対する世間の評価がどうかは知り
ませんが，私にとって猪木は，男のロマンを見せ
てくれた人物であります。
私がプロレスを見始めたのは，ちょうど初代タ

イガーマスクが活躍し，新日本プロレスが大人気
だった頃です。当時の新日本プロレスは金曜の夜
８時からの放送で，私も毎週楽しみにしていたも
のでした。当時の私は，猪木よりもタイガーマス
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クの方が好きだったような気がします。
しかし，いつのまにか私にとってのナンバー１の
レスラーは，アントニオ猪木になっていました。い
つ，どうしてそうなったのかは，自分でもよく記憶
してはいないのですが，彼のプロレスへの執念が，
見る者を引きつけたとしかいいようがありません。
リング外での彼の行動には，いろいろと批判もある
ようですが，われわれ猪木ファンには，そういった
声もすべて消化されてしまいます。それだけ猪木に
心酔してしまったということでしょう。
引退間際の彼の試合も，むろん，それはそれで良
かったのですが，私が好きだった時代は，ホーガン，
アンドレ，ブッチャーといった外人勢や長州の率い
る維新軍団と抗争を繰り広げていた時期で，そのと
きの彼の試合に一番熱狂したのを覚えています。な
かでも，ホーガンのアックスボンバーで猪木が頭を
鉄柱にぶっつけて，病院送りにされたときのことな
どは，今でも鮮烈に心に残っております。また，ブ
ロディとの殺気ばった抗争も，われわれプロレスフ
ァンはスリルと興奮を覚えたものでした。今思うと，
猪木の試合というものは，常にいつも紙一重で，そ
こが見る者をハラハラさせ，感動させたのかもしれ
ません。
そんなアントニオ猪木も，去る４月４日に東京ド
ームにて，ついに現役を退きました。最後の彼の勇
姿も素晴らしく，いいレスリングを見せてくれたと
思います。いいレスラーは多くいるけれども，猪木
のスケールに及ぶレスラーはもう現れないだろうな
と，このとき，ふと考えたものです。そして，最後
に彼は，われわれにこんな言葉を残してくれました。
「この道を行けばどうなるものか危ぶむなかれ。危
ぶめば道はなし。踏み出せば，その一足が道となる。
迷わずに行けよ。行けばわかる」
これは，良寛和尚の言葉なのだそうですが，正直，
私は今まで好きな言葉なんてものはありませんでし
た。しかし，この猪木の最後のメッセージは深く私
の心に刻まれました。彼の見せてくれた闘う姿勢と，
最後のメッセージは私にとって今後の人生の大きな
支えになるような気がします。

◇
さて，そうこうしているうちにそろそろ次の方を
紹介しなければなりません。私も，どなたにバトン
を渡そうか非常に苦慮したのですが，意表をつきま

して，アビリティガーデンから配信しております
AGネット番組の中で全国に笑顔を振りまいてくれ
ております「涌井えり子」さんを指名させていただ
きます。AGを担当している私がAGネットの画面上
で一方的に拝見しているだけなので，涌井さんは私
のことを知りません。が，全くつながりがなくもな
いので，涌井さん，どうかよろしくお願いします。


